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高温期における白色バラ「アバランチェ+」の 

収穫後に発生する花色変化の要因と対策 

 
農業総合試験場 

 

白色１輪咲きタイプのバラ「アバランチェ+」は世界中で広く生産される主力品種で、

花色が純白であることから、年間を通してブライダルや葬儀などの業務需要を中心に多く

使用されています。 

しかし近年、県内の産地で８～９月の高温期を中心に、当品種の花色が収穫後にベー

ジュや淡いオレンジに変化し、市場や実需者からクレームが寄せられる事例が発生してい

ました。この現象は、栽培期間中の高温遭遇が主な要因と考えられていましたが、収穫後

の扱いも影響している可能性がありました。また、高温期は開花の進みが早く、蕾が固い

うちに収穫するため、選花の段階で花色変化の判別が難しく、出荷後の流通または消費段

階で開花がある程度進んでから、花色変化が判明することも問題でした。 

そこで愛知県農業総合試験場では、高温期の「アバランチェ+」で収穫後に花色変化が

発生する要因について解明するとともに、生産現場で活用できる対策技術の開発に取り組

みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 花色変化の原因と発生しやすい条件 

  はじめに、花弁から抽出した成分を分析することによって、「アバランチェ+」では黄

色系の色素の一種であるβ-カロテンが花弁に蓄積することで、花色変化が生じること

を明らかにしました。そして、様々な条件で栽培・収穫および収穫後の管理を行った後

の花弁を分析した結果、花弁におけるβ-カロテンの含有量には、栽培期間中の気温だ

けでなく、収穫後の切り花に対する水あげ管理や、収穫を行う時間帯も影響しているこ

ともわかりました。 

２ 栽培管理や収穫後の処理が花色変化に及ぼす影響 

温度条件について、栽培期間中の最低気温が連続して 23℃以上となる場合に花弁か

らβ-カロテンが検出されるようになり、その蓄積量は温度が高いほど多くなりました。 

また、高温期に栽培した切り花を収穫後すぐに冷蔵庫で保管して３℃の低温条件下で

白色バラ「アバランチェ+」の収穫後に発生する花色変化 

左：正常な花色のもの   右：花色が変化したもの    
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水あげすると、その後観賞を想定した 25℃条件で開花が進む間に β-カロテン含量が

高まり、花色変化が目立つようになりました（図１）。一方、収穫直後に 20℃の条件で

一定時間水あげを行ってから冷蔵庫へ移して保管した場合には、開花が進む間のβ-カ

ロテン含量の増加が抑えられ、20℃で４時間以上水あげを行うことで、花色変化を感じ

ない程度になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、収穫時間帯について、日の出２～

４時間後の朝方に収穫した場合は花弁の

β－カロテン含量が高く、日の出 10 時間後

の夕方から日の出２時間前の夜間に収穫し

た場合は花色変化を感じない程度の低い

β-カロテン含量となりました。この結果を

ふまえ、一般的に生産現場で収穫が行われ

る時間帯として９時、16 時を朝方、夕方と

設定して調査した結果、夕方収穫では前日

朝方収穫に比べて低い β-カロテン含量で

した（図２）。 

３ 花色変化の対策技術 

以上の結果を踏まえ、高温期における「アバランチェ+」の生産において収穫後に発

生する花色変化を抑えるためには、まず温室内の夜温が 23℃を下回るよう管理するこ

とが有効ですが、高騰するコストの面などから実際には困難です。したがって、収穫時

間帯の調整や収穫後の水あげ温度を調整する方法が、より生産現場において実践しやす

い技術であると考えられます。 

具体的には、収穫をなるべく夕方の時間帯、16 時を目安に行う、もしくは朝方に収

穫を行う場合には、切り花をすぐに冷蔵庫で保管するのではなく、作業場など 20℃以

上の環境で４時間以上水あげを行ってから、冷蔵庫へ移して保管する、などが有効な手

法であると考えられます。 

（本研究は農林水産省「持続的生産強化対策事業」の助成を受けるとともに、農業・食

品産業技術総合研究機構の協力のもと実施しました） 
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注：グラフ中の赤いラインは、花色変化が見た
目で判別できるβ-カロテン含量の目安 
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図１ 収穫後の水あげ温度や時間が 

花弁のβ-カロテン含量に及ぼす影響 

（朝方の同じ時間に収穫） 

注：グラフ中の赤いラインは、花色変化が見た目で

判別できるβ-カロテン含量の目安 

20℃4h→3℃20h    ３℃24h 

（両者前日の朝方(9 時頃)収穫） 
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京浜市場愛知県野菜連絡会が秋冬野菜販売反省会を開催 

～ 令和６年秋冬作に向けて卸売会社から産地への提言が行われました ～ 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
 令和６年７月２日（火）にアリスアクアガーデン品川（東京都品川区）において、京浜

市場の青果卸売会社 28 社で構成される京浜市場愛知県野菜連絡会（以下「野菜連絡会」と

いう。）の秋冬野菜販売反省会（以下「反省会」という。）が開催されました。 

 反省会では令和５年秋冬作の６月までの野菜出荷に対する情勢報告及び令和６年秋冬作

に向けた産地への提言が行われましたので、その内容について紹介します。  

 

１ 令和５年度の秋冬野菜の実績と出荷動向 

ＪＡあいち経済連の京浜・関東市場における取扱実績が報告され、令和５年度は数量

85,045ｔ（前年比 96％）、金額 233 億円（同 98％）となりました。品目別数量の第１位

はキャベツで 51,832ｔ（同 95％）、以下トマト 8,803ｔ（同 97％）、ミニトマト 5,609ｔ

（同 97％）、ブロッコリー5,247ｔ（同 95％）、おおば 1,935ｔ（同 108％）でした。 

令和５年秋冬作は、夏場の高温によりキャベツ・トマト・レタスで定植が遅れ、出荷

開始が例年よりも遅れましたが、年内に生育が回復して前進出荷傾向になりました。年

明けも順調に出荷されると思われましたが、２月の急激な気温変化と３月の低温により、

例年３月に増量する分が４月と５月にずれ込み、３月～５月は山谷の少ない出荷となっ

て単価が保たれました。 

  

京浜市場愛知県野菜連絡会が開催した秋冬野菜販売反省会 

 

２ キャベツ、トマト・ミニトマト、ブロッコリーの情勢報告及び本県産地への提言 

  野菜連絡会には、本県の主要品目であるキャベツ、トマト・ミニトマト、洋菜の研究

会が設けられ、品質査定会や産地調査等が行われています。反省会では各研究会の会員

会社から情勢報告及び本県産地への提言が行われました。 
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（１）キャベツ 

 

  昨年同様、年内販売は夏秋産地（群馬県、長野県、岩手県）が前進出荷で早く終了し、

後続産地の茨城県は夏期の高温・干ばつのため例年より一週間ほど出荷開始が遅れ、秋

冬産地（愛知県、千葉県、神奈川県）は高値でのスタートとなりました。12 月上旬まで

はスムーズな荷動きでしたが、12 月中旬以降、千葉県、神奈川県産の入荷が想定よりも

増加して販売に苦戦しました。年明け以降も年末の在庫が多くあり、暖冬での前進出荷

も重なり、２月末まで販売苦戦が続きました。３月以降は気温が低下し雨量も多かった

ため、前進出荷にブレーキがかかり相場は回復し、愛知県産を京浜地区でも販売してい

く中で高値となりました。 

  本県は神奈川県、千葉県と競合しているため、販売シェアを安定させるためには京浜

地区の固定顧客の拡充が必要となっています。このため、出荷期間中の販売数量と価格

を決める「定量定価販売」や特定期間の販売数量と価格を決める「特注（特別注文）」、

加工業務の価格等の見直しを産地と市場で行っていく必要があるとの提言が出されまし

た。市場からは、系統出荷（ＪＡや経済連を通じた共同出荷）ならではの販売や分荷に

よる固定顧客の確保が求められています。 

 

（２）トマト 
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全国的な猛暑のため夏秋作や抑制作の着果が非常に悪く、11 月は例年よりも出荷量が

少なくなり、過去にないほどの高値となりました。12 月～２月は各産地の出荷量が増加

したため 11 月までの高値の反動で単価が下落し、加えて厳寒期は消費量が少ないため、

販売苦戦が続きました。 

ゴールデンウィークは出荷量の増加も緩やかだったため、スムーズな販売となりまし

た。５月中旬以降は、野菜の多くの品目において数量減のため、高値での販売展開とな

り、トマトも同様となりました。 

トマトは生食で食べる文化が根強く、厳寒期は相場が低迷して販売苦戦が強いられる

とのことで、新たな食べ方を提案する等の需要喚起を促す施策が必要であるとの提言が

出されました。また、暖候期は九州等の他県産と競合するので、愛知県産の高い品質を

維持してほしいとの意見も出されました。 

 

（３）ブロッコリー 

 
 

ブロッコリーは、年内や年明けの気温が高く生育が非常に前進化しました。３月にな

ると急激な気温変化が生育に影響して数量が減り、４月～５月は高値が続きました。 

  近年、競合産地は「ストックコントロール」に取り組む動きがあり、発泡スチロール、

氷詰めはもとより、冷蔵庫の活用や需要の多い週末に出荷を集中させるなど、マーケッ

トの要望に合わせた出荷に取り組んでいます。以前から、愛知県産は発泡スチロール出

荷ではない、氷が入っていない、ということが課題として挙げられていますが、ここ数

年伸びてきた産地では経費が随分かかっているそうです。このため、愛知県がそのよう

な事態にならないように現状は様子見にするべきとの提言が出されました。一方で、春

先の４月以降については、発泡スチロールと似た出荷に取り組まないと品質が維持でき

ないのではないかとの意見も出されました。 

 

その後の意見交換では、生産や輸送等のコスト上昇分を十分に価格転嫁できていない状

況について各社から改善が必要との意見が相次ぎました。解決の難しい問題ではあります

が、県としても必要な情報収集に努め、野菜連絡会やＪＡあいち経済連等の関係機関と共

に状況改善を模索していきたいと思います。 
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花き産地整備事業の実施状況について 

 
園 芸 農 産 課  

 
本県は 1962 年以降、61 年連続して全国一位の花き産出額を誇り、切り花・鉢花とも多様

な品目を生産する「花の王国」です。 

しかし、県内の多くの花き集出荷貯蔵施設は老朽化が進んでいると共に、高齢化に伴う

利用者減少で利用率が低下しています。また、選花施設の能力不足や冷蔵施設の容量不足

による有利販売の機会損失、物流の 2024 年問題への対応等も課題となっています。 

このたび、本県の花き主要産地であるＪＡ愛知みなみ及びＪＡひまわりにおいて、強い

農業づくり総合支援交付金を活用し、施設利用率向上に向けた集出荷貯蔵施設の再編整備

を実施しましたので紹介します。 

 

１ 事業概要 

実施主体 ＪＡ愛知みなみ ＪＡひまわり 

事業名 強い農業づくり総合支援交付金 

実施年度 令和４～５年度 令和５年度 

事業費 
3,596,890 千円 

(国費補助金額 1,584,077 千円) 

2,306,700 千円 

（国費補助金額 1,014,134 千円） 

（市費補助金額   101,413 千円） 

事業内容 花き集出荷貯蔵施設の再編 花き・青果集出荷貯蔵施設の再編 

 

  

実施場所 

及び整備内容 

○渥美花き総合出荷場 

（田原市長沢町） 

…冷蔵施設、バラ受け機械装置 

一式、システム 

○田原・赤羽根花き総合出荷場 

（田原市赤羽根町)  

…冷蔵施設、バラ受け設備、 

加工場、システム 

○総合集出荷センター 

（豊川市三上町） 

…建屋、バラ受け設備（主にスプ 

レーギク）、荷受けライン、 

大葉加工室、冷蔵施設、 

システム 
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実施主体 ＪＡ愛知みなみ ＪＡひまわり 

主
な
取
組 

バラ受け 

施設による 

省力化 

○ 

（新設・既存施設の機能向上） 

○ 

（新設） 

冷蔵施設を

利用した 

品質保持 

○ 

（新設・拡充） 

○ 

（新設） 

物流の 

効率化 
○ 

（施設再編、横持出荷場の集約） 

○ 

（施設再編） 

 

２ 効果 

(1) バラ受け施設の利用による省力化 

バラ受け施設の新設等により、生産者によって行われていた出荷調整作業を（選別・

結束・箱詰め）をＪＡに委託することができ、生産者の出荷調整作業時間を削減する

ことができました。 

(2) 冷蔵施設を利用した品質保持 

冷蔵施設の新設や拡充により、適した温度での保管が可能となり、母の日やお盆等

の出荷量の多い需要期でも品質維持ができるようになりました。 

(3) 物流の効率化 

集出荷施設の再編や横持集荷場の集約により、集荷・配送ルートが合理化され、輸

送費の削減や積載率の向上を図ることができました。 

 
３ 今後 

 利用計画に基づいた円滑な施設運用を関係機関と連携して支援することで、産地の生

産力強化を図ります。また、いずれの産地においても輸出事業計画を策定していること

から、本事業で整備した施設を活用して輸出が進められるよう支援していきます。 

 

バラ受け機械装置 

（JA 愛知みなみ） 
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　○　名古屋市中央卸売市場（品目：巨峰）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ４４３ ５５ １,３７３ １,２３７ 山梨（　４７％）

（１１％） 長野（　４０％）

2024年見通し ４２０ － １,４５０ － 愛知（　１２％）

　○　東京都中央卸売市場（品目：いちじく）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ７７１ ３３４ １,１５６ １,３２５     愛知（４３％）

（４３％）   和歌山（２３％）

2024年見通し ７６０ － １,１７０ －     静岡（１１％）

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

【概要】
　愛知を中心に和歌山、静岡などからの入荷と
なる。生産者減や高温・降雨の影響も受けて入
荷量は減少する見込み。
【見通し】
入荷量：前年並。(△1.4％)
価　格：前年並。（1.2％）

　愛知県産は入荷量が多く品質も良いため、量販店から
支持されている。検品をしっかり行い品質の維持を図る
とともに、等階級別選果の徹底に努めてほしい。
　いちじくは京浜地区でも夏から秋の果物として定着し
ている。生産者の高齢化等により生産規模が縮小傾向で
あるが、産地の維持・拡大をお願いしたい。

前年主要産地

うち愛知産 愛知産

卸売市場から産地への要望・提言等概要と見通し

【概要】
　ぶどうの作付については、巨峰は減少、シャ
インマスカットは増加となっており、巨峰の入
荷は前年をやや下回る見込み。
　生育は順調であるが、梅雨明け後の高温によ
る着色不良が懸念される。
【見通し】
入荷量：前年をやや下回る。（△5.2%）
価　格：前年をやや上回る。（5.6%）

　黒系品種の巨峰は根強い人気があるので、作付を維持
して欲しい。入荷が少なく、業務用に回らない状況であ
る。
　長年の栽培技術をもって、引き続き品質のよい巨峰づ
くりをお願いしたい。

愛知産青果物の動向

　「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表す用語』に
つきましては、下記の基準で記載しております。

前年並　：±１％台以下
わずか　：±２％台以内
や　や  ：±３～５％台
かなり　：±６～15％台
大　幅  ：±１６％以上

うち愛知産 愛知産
前年主要産地
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名古屋・東京市場における青果物の８月の見通し

７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３３，７６１ 218 232 217 北海道 33%

2020年 ３３，４３０ 306 277 245 長野 24%

2021年 ３４，５１２ 196 202 241 群馬 10%

2022年 ３１，９４４ 227 247 239 岐阜 6%

2023年 ３１，５８６ 239 240 245 兵庫 5%

５ ヵ 年 平 均 ３３，０４７ － － －

2024年見通し ３１，２００ － － －

2019年 １，５３８ 85 125 99 青森 47%

2020年 １，４７４ 110 118 123 北海道 39%

2021年 １，６７４ 83 102 98 岐阜 12%

2022年 １，３７０ 151 151 128 長野 1%

2023年 １，４７９ 97 111 117

５ ヵ 年 平 均 １，５０７ 104 121 112

2024年見通し １，４００ 110 115 120

2019年 １，９６７ 129 132 149 北海道 97%

2020年 ２，３６９ 195 139 126 青森 3%

2021年 ２，１１４ 123 133 142

2022年 １，７３４ 136 139 172

2023年 １，６９２ 142 148 174

５ ヵ 年 平 均 １，９７５ 147 138 150

2024年見通し １，７００ 150 150 150

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２２１

２７４

２１５

２３７

２４２

だ
　
い
　
こ
　
ん

９７

１１６

９２

１４１

１０７

１１０

前年主要産地（％）

２３８

２４２
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道、長野を中心に入荷する。北海道
は生育順調で、出荷安定している。葉菜類
や果菜類は高温による品質不良により、出
荷量が減少する可能性がある。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.2%)
価　格：前年並。(0.2%)

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、青森ともに面積減で例年より入
荷が減少する見込み。岐阜はやや微増で順
調な入荷を見込む。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.3%)
価　格：前年をかなり上回る。(7.5%)

に
　
ん
　
じ
　
ん

１３９

１５４

１３３

１４７

１５５

１４５

　北海道は生育良好で入荷は順調な見込
み。但し、小玉中心と予想される。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.5%)
価　格：前年をやや下回る。(△3.2%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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注）

７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １２６，３３０ 230 246 245 北海道 26%

2020年 １１８，７１４ 343 318 276 群馬 18%

2021年 １１７，９３２ 215 233 271 長野 16%

2022年 １１３，０２４ 258 262 258 岩手 6%

2023年 １１０，９８８ 268 266 280 茨城 6%

５ヵ年平均 １１７，３９８ － － －

2024年見通し １１２，０００ － － －

2019年 ８，２３６ 79 114 95 北海道 60%

2020年 ７，６７５ 107 115 121 青森 29%

2021年 ７，３３０ 83 102 94 群馬 6%

2022年 ６，７９３ 151 131 132 岩手 3%

2023年 ６，２２２ 94 112 119 神奈川 2%

５ヵ年平均 ７，２５１ 102 115 111

2024年見通し ６，２５０ 95 105 100

2019年 ７，２１５ 84 82 97 北海道 93%

2020年 ６，９８３ 213 146 122 中国 2%

2021年 ６，３３０ 122 127 139 青森 2%

2022年 ５，６７０ 137 138 158 千葉 2%

2023年 ５，０６０ 143 148 164

５ヵ年平均 ６，２５２ 140 126 133

2024年見通し ５，１００ 150 155 150

２７２

 前年及び本年の

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２４０

３０８

２４２

２５９

前年主要産地（％）

だ
　
い
　
こ
　
ん

９５

１１５

９３

１３８

１０９

１０９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

２６４

２７０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年のに
　
ん
　
じ
　
ん

８９

１５６

１３２

１４４

１５３

１３３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１５２

１００

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

【産地状況】
　北海道産のにんじん、ばれいしょ、たま
ねぎの入荷が本格化。北日本の一部品目は
高温・干ばつで生育不良気味である。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.9%)
価　格：前年並。(△0.7%)

【産地状況】
　入荷先の主体は北海道、青森となる。北
海道産は高温のため２Ｌ比率はやや低い傾
向であるが、安定した入荷が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.5%)
価　格：前年をかなり下回る。(△8.3%)

【産地状況】
　入荷先の主体は北海道となる。生育は概
ね順調。上旬は入荷量が多くなるため、相
場は軟調気味となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.8%)
価　格：前年並。(△0.7%)

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，５２４ 158 105 107 長野 100%

2020年 １，５１９ 158 169 139

2021年 ２，０４９ 68 75 104

2022年 １，９４０ 62 70 75

2023年 １，７５１ 85 99 83

５ ヵ 年 平 均 １，７５７ 101 100 100

2024年見通し １，８００ 70 80 85

2019年 ４，３２２ 114 108 91 群馬 70%

2020年 ３，５３５ 146 154 157 長野 18%

2021年 ４，８０９ 78 81 81 北海道 8%

2022年 ４，２２３ 79 82 77 岩手 2%

2023年 ４，３９２ 91 93 80 香川 2%

５ ヵ 年 平 均 ４，２５６ 99 101 95

2024年見通し ４，３００ 80 80 80

2019年 １３７ 848 846 886 岐阜 96%

2020年 １７９ 842 779 810 長野 2%

2021年 １８７ 677 747 958 愛知 1%

2022年 １５２ 732 868 986

2023年 １５９ 732 868 986

５ ヵ 年 平 均 １６３ 763 817 924

2024年見通し １５０ 800 850 900

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　群馬、長野は生育良好で順調な入荷を見
込む。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△%2.1)
価　格：前年をかなり下回る。(△7.0%)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野は生育順調で入荷も順調な見込み。
加工業務用の歩留まりが良く、注文がやや
減少。８月後半から売場が秋商材に変わる
ため、相場はやや上向き基調。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.8%)
価　格：前年をかかなり下回る。(△11.4%)

キ
　
ャ
　
ベ
　
ツ

１００

１５１

７９

７８

８６

９６

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

１２２

１５４

８４

６８

８８

１００

７８

 前年及び本年の

８５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　７月の高温の影響で播種がうまくいか
ず、８月は入荷の減少が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.7%)
価　格：前年並。(△1.7%)

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

８５３

７９９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７７１

８２１

８６５

８１９

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ７，２６３ 74 74 105 長野 97%

2020年 ５，５５５ 164 205 142 群馬 3%

2021年 ７，２５８ 63 69 103 茨城 1%

2022年 ６，２７６ 54 59 64

2023年 ６，０７０ 82 96 75

５ヵ年平均 ６，４８４ 85 97 97

2024年見通し ６，１００ 95 80 80

2019年 １６，６７１ 86 113 104 群馬 79%

2020年 １５，５１０ 152 176 168 岩手 14%

2021年 １６，７１４ 73 77 74 長野 6%

2022年 １６，８９８ 68 72 66 北海道 1%

2023年 １６，０５２ 82 85 71 千葉 1%

５ヵ年平均 １６，３６９ 91 104 96

2024年見通し １６，２００ 75 75 75

2019年 ５７６ 735 1,011 1,011 群馬 38%

2020年 ６７８ 830 816 838 栃木 36%

2021年 ７０４ 621 764 955 茨城 10%

2022年 ６４３ 731 895 952 岐阜 7%

2023年 ５９５ 809 793 993 岩手 4%

５ヵ年平均 ６３９ 743 851 947

2024年見通し ６００ 840 890 850

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

は
　
く
　
さ
　
い

８６

１７１

８２

５９

９４

キ
　
ャ
　
ベ
　
ツ

１００

１６６

７８

９６

７５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６９

 前年及び本年の

８６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

【産地状況】
　入荷先の主体は群馬、栃木等となる。７
月の高温の影響により、旧盆までは入荷量
が少なく推移する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.8%)
価　格：前年をやや下回る。(△3.2%)

９０３

８２８

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７８２

８５０

８８８

８４７

７４

【産地状況】
　入荷先の主体は長野となる。高温・干ば
つ傾向のため、生育の鈍化、結球への影響
が見られ、上旬は入荷量が少ない見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.5%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.4%)

【産地状況】
　入荷先の主体は群馬、岩手となる。各産
地とも生育は概ね順調で、平年並に潤沢な
入荷となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.9%)
価　格：前年をやや下回る。(△3.8%)

８３

８５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ６０８ 509 550 530 北海道 43%

2020年 ７２６ 605 544 424 長野 18%

2021年 ７２９ 355 397 428 茨城 11%

2022年 ７２０ 423 513 465 中国 6%

2023年 ６９１ 391 483 441 静岡 4%

５ ヵ 年 平 均 ６９５ 455 496 455

2024年見通し ７００ 430 440 450

2019年 ２，７６２ 170 143 168 長野 100%

2020年 ２，３３０ 327 258 184 愛知 0%

2021年 ２，５７９ 129 137 226

2022年 ２，５９７ 142 160 159

2023年 ２，６１２ 151 163 163

５ ヵ 年 平 均 ２，５７６ 181 170 180

2024年見通し ２，５５０ 150 155 160

2019年 １，４３８ 337 423 449 長野 59%

2020年 １，７４２ 405 393 405 北海道 21%

2021年 １，５６０ 169 268 474 岩手 5%

2022年 １，５１６ 263 304 337 山形 4%

2023年 １，５４１ 310 329 395 山梨 4%

５ ヵ 年 平 均 １，５５９ 299 344 412

2024年見通し １，５００ 340 330 370

品
目
名

１７４

３９４

４６２

４３０

４６３  前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

　長野の面積は微減。生育は順調で、L中心
の見込み。但し、梅雨明け後の高温次第で
入荷量は減少すると予想される。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.4%)
価　格：前年並。(△1.9%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　各産地とも今のところ順調な入荷を見込
む。北海道のねぎは出揃いとなり増量傾
向。長野の白ねぎは中旬以降増量傾向。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.3%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.3%)

レ
　
　
タ
　
　
ス

１６１

２４４

１６４

１５２

１５８

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　各産地とも作柄は良好。上旬は順調な入
荷となる。前進出荷のため、中下旬はA品率
が低下するとともに入荷が減少し、高値に
なる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.7%)
価　格：前年並。(△0.3%)

３４８

 前年及び本年の

１５５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４，６１２ 323 430 346 茨城 25%

2020年 ４，３９３ 522 505 343 秋田 18%

2021年 ３，８５２ 315 438 361 北海道 15%

2022年 ３，７５２ 425 565 472 青森 12%

2023年 ３，８５５ 383 510 469 山形 5%

５ヵ年平均 ４，０９３ 394 487 394

2024年見通し ３，９００ 360 420 360

2019年 ９，７５９ 157 214 164 長野 87%

2020年 ７，２４７ 422 298 172 群馬 12%

2021年 ９，２４８ 128 128 261 岩手 1%

2022年 ９，８１８ 128 148 158

2023年 ９，４５４ 140 153 160

５ヵ年平均 ９，１０５ 184 183 183

2024年見通し ９，３００ 120 150 120

2019年 ８，３７５ 209 267 362 福島 45%

2020年 ８，６６０ 377 369 369 岩手 20%

2021年 ７，９４３ 160 310 457 秋田 11%

2022年 ７，７２８ 254 279 318 山形 4%

2023年 ８，０６１ 284 286 372 青森 4%

５ヵ年平均 ８，１５３ 259 303 376

2024年見通し ８，０００ 270 330 330

品
目
名

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

４１７

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

レ
　
　
タ
　
　
ス

１７６

２７４

１７３

１４４

１７９

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３１１

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３７１

３０５

２８３

１３０

４５０

３５８

４４２

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ
　
う
　
り

２７７

３６８

【産地状況】
　入荷先の主体は茨城、秋田等となる。旧
盆後は茨城産が終盤となり減少する一方、
東北・北海道産が増量する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.2%)
価　格：前年をかなり下回る。(△15.6%)

【産地状況】
　入荷先の主体は長野、群馬となる。長野
は生育順調で、上旬に出荷量がピークとな
る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.6%)
価　格：前年をかなり下回る。(△13.9%)

【産地状況】
　入荷先の主体は福島、岩手等となる。各
産地とも生育は概ね順調で、入荷のピーク
は上旬となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.8%)
価　格：前年をわずかに下回る。(△2.2%)
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ９６４ 350 277 296 愛知 32%

2020年 ８９７ 477 418 327 山梨 26%

2021年 ７５２ 297 324 393 徳島 14%

2022年 ８４５ 295 283 280 群馬 9%

2023年 ７８１ 337 361 385 長野 6%

５ ヵ 年 平 均 ８４８ 354 332 333

2024年見通し ７７０ 340 340 370

2019年 １，５０１ 378 422 512 岐阜 68%

2020年 １，６７３ 363 366 391 北海道 15%

2021年 １，７５５ 268 281 428 愛知 11%

2022年 １，７６９ 349 373 432 大分 3%

2023年 １，９７７ 344 335 387 長野 2%

５ ヵ 年 平 均 １，７３５ 339 353 427

2024年見通し １，８５０ 340 360 380

2019年 ４９８ 823 851 1,009 北海道 76%

2020年 ６６８ 783 717 606 長野 9%

2021年 ６３８ 493 488 740 茨城 3%

2022年 ５７１ 706 756 788 愛知 3%

2023年 ５８２ 643 626 694 青森 3%

５ ヵ 年 平 均 ５９１ 685 680 755

2024年見通し ５９０ 700 600 650

な
　
　
　
　
す

３０６

３９９

３３９

２８６

３５８

３３７  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主産地の愛知、山梨の生育は順調である
が、酷暑で秀品率が低下する可能性があ
る。中旬は高温のため、数量不足となり高
値が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.4%)
価　格：前年をわずかに下回る。(△2.2%)

ト
　
　
マ
　
　
ト

４３７

３７３

３２７

３８２

３５８

３７３  前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　各産地とも順調な入荷を見込む。前進出
荷となり、８月上中旬がピークとなる。盆
明け以降入荷量は減少傾向となり、高値が
見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△6.4%)
価　格：前年並。(0.6%)

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

９０２

６９０

５７９

７５５

６５６

７０８  前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に順調な入荷の見込み。生
育はやや遅れ気味だが、８月上旬にピーク
の見通し。高温の影響で今後の生育は不透
明。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.4%)
価　格：前年並。(0.9%)

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し
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目
名
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４，９６４ 326 275 298 群馬 39%

2020年 ４，６１３ 502 424 285 栃木 26%

2021年 ４，４１４ 277 308 334 茨城 21%

2022年 ４，５１３ 260 267 290 岩手 3%

2023年 ４，５３１ 282 307 341 埼玉 3%

５ヵ年平均 ４，６０７ 330 316 309

2024年見通し ４，５００ 290 320 320

2019年 ９，４３３ 233 221 285 北海道 25%

2020年 ８，６５４ 348 325 372 福島 19%

2021年 ８，１９９ 252 276 407 青森 12%

2022年 ７，４２９ 375 378 459 群馬 11%

2023年 ８，４０６ 336 306 391 岩手 9%

５ヵ年平均 ８，４２４ 306 298 378

2024年見通し ８，４００ 300 300 360

2019年 ２，５０３ 526 414 451 北海道 41%

2020年 ２，２８２ 716 702 595 青森 18%

2021年 ２，２１１ 484 515 735 千葉 10%

2022年 ２，０３８ 680 741 769 岩手 9%

2023年 ２，１６４ 604 627 719 福島 7%

５ヵ年平均 ２，２４０ 600 593 646

2024年見通し ２，０００ 640 610 700

【産地状況】
　入荷先の主体は群馬、栃木等となる。ハ
ダニ類等の害虫の発生や高温による花落ち
等が散見されるが、生育は概ね順調。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.7%)
価　格：前年並。(△0.3%)

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

な
　
　
　
　
す

３００

３８０

３０９

２７２

３１１

３１４

３２０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　入荷先の主体は北海道、福島等となる。
入荷量は上中旬は安定するが、下旬は高温
による花落ち等により減少する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.1%)
価　格：前年をかなり下回る。(△7.8%)

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の
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ニ
　

ト
　

マ
　

ト

４６４

６６３

５７９

７２８

６５３

【産地状況】
　入荷先の主体は北海道、青森等となる。
北海道産は生育、着果ともに順調であり、
入荷量は旧盆頃がピークとなる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△7.6%)
価　格：前年並。(△0.5%)

６５０

前年主要産地（％）　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３８０ 564 580 606 北海道 30%

2020年 ５３１ 619 489 454 岩手 21%

2021年 ５４７ 306 273 427 青森 20%

2022年 ４７３ 434 485 452 茨城 11%

2023年 ３９２ 477 530 547 長野 10%

５ ヵ 年 平 均 ４６５ 475 459 488

2024年見通し ４００ 420 450 450

2019年 ２，０８０ 103 119 131 北海道 89%

2020年 ２，７１３ 247 155 119 青森 6%

2021年 ２，２４０ 136 148 175 静岡 4%

2022年 ２，０３８ 145 142 150 長崎 1%

2023年 ２，０３１ 183 160 137

５ ヵ 年 平 均 ２，２２０ 167 145 142

2024年見通し ２，０００ 220 180 140

2019年 ４，６５１ 108 111 106 北海道 60%

2020年 ６，１６８ 132 104 82 兵庫 32%

2021年 ５，７８０ 104 95 96 富山 3%

2022年 ４，８９２ 142 144 122 愛媛 2%

2023年 ５，１５０ 113 109 102 滋賀 1%

５ ヵ 年 平 均 ５，３２８ 120 112 100

2024年見通し ５，２００ 130 120 110

ピ
　
ー
　
マ
　
ン

５９６

５１３

３２２

４２８

５１２

４６４  前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　上旬までは順調な入荷を見込む。中下旬
は高温の影響から、入荷量は減少し、高値
となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.0%)
価　格：前年をかなり下回る。(△14.1%)
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１１５

１６８

１５７

１４５

１６０

１５０  前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に順調な入荷の見込み。生
育は前進傾向で、中旬以降増加する。静岡
は例年より在庫が少ない。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.5%)
価　格：前年をかなり上回る。(12.5%)
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１０９  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道は順調な生育で上旬から入荷す
る。兵庫はL中心で盆前後に終了する。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.0%)
価　格：前年をかなり上回る。(12.1%)
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ２，１８０ 374 347 399 岩手 49%

2020年 ２，５４３ 667 422 392 茨城 21%

2021年 ２，４１９ 261 243 411 福島 17%

2022年 ２，２４２ 390 449 364 青森 7%

2023年 ２，２０５ 467 500 459 北海道 1%

５ヵ年平均 ２，３１８ 435 391 405

2024年見通し ２，２００ 460 400 460

2019年 ６，１０４ 142 123 111 北海道 90%

2020年 ７，０７１ 267 162 122 茨城 4%

2021年 ５，０５２ 131 153 185 千葉 2%

2022年 ４，５９２ 124 146 154 青森 2%

2023年 ５，３８２ 176 154 137 静岡 1%

５ヵ年平均 ５，６４０ 175 148 139

2024年見通し ５，４００ 140 140 170

2019年 ９，２２１ 92 88 84 北海道 72%

2020年 ９，７１９ 144 116 92 兵庫 16%

2021年 １０，７２９ 106 103 98 佐賀 6%

2022年 ９，０８７ 167 131 120 富山 3%

2023年 ８，８８６ 122 111 103 中国 2%

５ヵ年平均 ９，５２８ 126 110 99

2024年見通し ８，９００ 110 110 140

【産地状況】
　入荷先の主体は北海道となる。北海道産
は干ばつの影響で小玉傾向であるが、前年
並の入荷量が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.3%)
価　格：前年並。(△2.0%)

ピ
　
ー
　
マ
　
ン

３７６

４６８

３０４

３９８

４７４

４０４  前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　入荷先の主体は岩手、茨城等となる。各
産地とも生育は概ね順調。岩手産は旧盆頃
に出荷がピークとなる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.2%)
価　格：前年をかなり下回る。(△7.2%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１５０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た
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ぎ

８８

１１６

１０２

１３７

１１１

１１１

【産地状況】
　入荷先の主体は北海道、兵庫となる。北
海道産の生育は順調で一部産地は前進傾
向。肥大も良く、安定入荷が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.2%)
価　格：前年をかなり上回る。(8.1%)

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き
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７月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ８，６０７ 428 431 453 長野 27%

2020年 ７，６９１ 495 526 536 フィリピン 18%

2021年 ８，３２８ 518 495 497 山形 11%

2022年 ９，４０１ 537 478 477 愛知 7%

2023年 ８，８４５ 533 473 515 山梨 6%

５ ヵ 年 平 均 ８，５７４ － － －

2024年見通し ８，７００ － － －

2019年 ２０７ － － － 愛知 56%

2020年 １８６ － － － 静岡 22%

2021年 ２３７ － － － 茨城 19%

2022年 ２０４ － － － 山形 2%

2023年 １９６ － － － 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 ２０６ － － －

2024年見通し ２００ － － －

2019年 ２，２８４ 163 181 178 長野 46%

2020年 １，６６９ 195 239 304 山形 40%

2021年 １，７３６ 231 225 178 青森 6%

2022年 ２，１２８ 241 234 183 秋田 4%

2023年 １，９０１ 258 267 245 愛知 1%

５ ヵ 年 平 均 １，９４４ 216 227 214

2024年見通し １，８００ 250 250 260

 前年及び本年の

２５５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栽培面積は微減。７～10日の前進出荷が
見込まれ、山形産は８月中旬にほぼ終了と
なる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る(△5.3%)
価　格：前年並。(△0.8%)
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２１６

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　７月の高温により焼けや割れが発生する
可能性が高い。旧盆に向けて発注が増える
が、単価高で注文は微減の見込み。山形産
は８月上旬から入荷の見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る(2.0%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.7%)
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 前年及び本年の

５４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

　ぶどう、なし、ももなどを中心に入荷す
る。全体的に前進出荷となる見込み。旧盆
に向けて価格は堅調な見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.6%)
価　格：前年をやや上回る。(4.9%)

果
　
　
実
　
　
計

４３４
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５０１
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４９２
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目
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７月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３５，７９５ 407 431 470 山形 16%

2020年 ２８，９０３ 492 566 622 山梨 12%

2021年 ３１，４４１ 531 569 544 福島 9%

2022年 ３２，５０２ 554 574 546 長野 9%

2023年 ３０，６０２ 558 572 592 茨城 7%

５ ヵ 年 平 均 ３１，８４９ － － －

2024年見通し ２９，７００ － － －

2019年 ５６５ 593 758 635 茨城 32%

2020年 ５１６ 632 846 755 静岡 30%

2021年 ６５０ 656 670 485 青森 14%

2022年 ５５６ 736 822 637 愛知 10%

2023年 ５８５ 649 676 595 山形 9%

５ ヵ 年 平 均 ５７４ 653 750 615

2024年見通し ５９０ 650 680 500

2019年 ９，７３２ 170 185 200 山形 45%

2020年 ６，２６１ 209 281 438 長野 15%

2021年 ７，３１６ 245 248 209 秋田 15%

2022年 ８，３３９ 250 237 212 神奈川 7%

2023年 ６，９９０ 265 263 275 青森 6%

５ ヵ 年 平 均 ７，７２８ 225 238 256

2024年見通し ７，４００ 250 260 270

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　山形を中心に、長野、秋田などから入荷す
る。生育順調だが猛暑の影響が懸念される。
大玉傾向となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(5.9%)
価　格：前年をわずかに下回る。(△2.3%)
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 前年及び本年の

６４３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城、静岡、青森などから入荷する。静
岡、茨城は高温の影響で品質低下が懸念され
る。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（0.9％）
価　格：前年並。（0.9％）
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７２６
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５７３

５３０  前年及び本年の

５８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　なし、ぶどうを中心に入荷。ハウスみかん
は佐賀が小玉傾向。シャインマスカットの入
荷量は引き続き各産地増加。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.9%)
価　格：前年並。(1.2%)
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切　花　・　鉢　花　の　８　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　８月１日現在）

2019年 １，８８５ ５７
実 2020年 ２，０２１ ５２

2021年 ２，００８ ５９
績 2022年 ２，１１０ ６４

2023年 １，６３４ ６５

１，９３２ ５９

１，６００ ６５

概
　
要

2019年 １，７７１ ３９
実 2020年 １，６９８ ４０

2021年 １，５９７ ３９
績 2022年 １，８３７ ４１

2023年 １，３１９ ４７

１，６４４ ４１

１，３００ ５０

概
　
要

2019年 １，３９１ ４１
実 2020年 １，１９３ ４３

2021年 １，０２７ ４４
績 2022年 １，１９７ ５９

2023年 １，０５３ ６０

１，１７２ ４９

１，０００ ６０

概
　
要

2019年 １０９ １０５
実 2020年 １０３ １１５

2021年 １０９ １０２
績 2022年 １５４ １１５

2023年 １４３ １１５

１２４ １１１

１５０ １１０

概
　
要

2024年見通し

　福島、長野からの入荷。上旬は新植のピークとなるため、各産地出荷は多い見込み。数量
次第では厳しい販売が予想される。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、埼玉、岩手からの入荷。梅雨明けからの高温で若干遅れ気味。盆需要の中、
入荷量は少なめで盆後半まで入荷量は安定すると予想される。盆明けからの入荷は少ない見
込み。

５ヵ年平均

2024年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、輸入品中心の入荷。国産品はやや前進傾向にあったため、次のピークが盆の需要期
に合わない可能性がある。輸入品は例年の７～８割の入荷の見込み。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、長野中心の入荷。梅雨明けからの高温で出荷が若干遅れ気味。盆需要に対しては後

半からしっかりと入荷が伸びる見込み。盆明けに荷が残り、動きは鈍くなると予想される。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：千本、円／本
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2019年 ３６６ １５５
実 2020年 ２８８ １７５

2021年 ２４４ １８３
績 2022年 ３１２ １９３

2023年 ２７３ １９８

２９７ １７９

２７５ １９５

概
　
要

2019年 ４１７ ８９
実 2020年 ３１７ ９４

2021年 ２９４ １１０
績 2022年 ３３１ １２９

2023年 １９１ １６７

３１０ １１２

２００ １６０

概
　
要

2019年 ４８６ ５３
実 2020年 ４５１ ５３

2021年 ３９８ ５８
績 2022年 ６０７ ６４

2023年 ５２０ ６９

４９２ ６０

５００ ６５

概
　
要

2019年 １，５０５ ７０
実 2020年 １，３８４ ７４

2021年 １，３９９ ８３
績 2022年 １，７１７ ７８

2023年 １，３４７ ８５

１，４７０ ７８

１，３５０ ８５

概
　
要

2024年見通し

　盆用のパンパス、アスター、リンドウなどの花材は前進傾向。山採り花木は高温のため、
切った先から水下がりするので入荷量は控えめ。盆明け以降の秋出荷物の品質が心配され
る。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、鹿児島、静岡などの国産に輸入品が入荷。カトレアは7月に比べ微減、コチョウラ
ンは横ばいで不足感が強い見込み。シンピジウムは現地価格が高騰し、単価負けの状況。オ
ンシジウムはハニーエンジェル中心に入荷は減少する。日照りと急激なスコール等の影響で
立ち枯れが発生している。デンファレは昨年よりも入荷減、ソニア中心の入荷見込み。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　山形、長野、愛知、岐阜を中心に入荷。後半は三重産が夏休み明けて入荷が始まる。輸入
品も最終週から入荷が始まる見込み。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

　オリエンタルユリは新潟、岐阜、埼玉、北海道から入荷。全体的にやや前進気味となって
いるが、概ね順調な入荷が見込まれる。鉄砲ユリは兵庫、愛媛、長野から入荷。生育順調。
LAユリは新潟、埼玉からの入荷。前年並の入荷予定。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　７月１９日現在）

2019年 １０，８２５ ９２６

実 2020年 １２，６１１ ９０５

2021年 １０，７７６ ９１２

績 2022年 １１，７２２ ９８９

2023年 ８，９９６ ９４５

１０，９８６ ９３５

８，５００ ９００

概
　
要

2019年 ５，０５８ ３９４

実 2020年 ７，３８７ ３８８

2021年 ６，９７５ ３９５

績 2022年 ５，２９８ ４５０

2023年 ４，５３８ ４７５

５，８５１ ４１５

４，５００ ４７８

概
　
要

2019年 ４，１５３ １１０

実 2020年 ６，０７５ １１９

2021年 ２，３０８ １３９

績 2022年 ２，００３ １７２

2023年 ４，７５８ １３５

３，８５９ １２９

４，０００ １３０

概
　
要
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　入荷量は前年よりやや減少か。最近の商品の単価安や海外からの苗の高騰により生産
量は減少の見込み。８号以上の需要が少なくなってきているため、６号以下の出荷が増
える見込み。色別では、今年はピンク花が厳しい状況となっている。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知(85.0％)、２位長崎
(7.0％)、３位滋賀(4.4％)となっている。

　　　  区分
実績等

2024年見通し

2024年見通し

５ヵ年平均

５ヵ年平均

バ
ラ
及
び
ミ
ニ
バ
ラ

　入荷量はかなり減少か。近年の夏の高温の影響や病気等が発生しやすいことや夏場の
相場の厳しさが要因か。周年生産の産地である岐阜と愛媛を中心に、３～３.５号が中心
となる見込み。今夏も気温が高いことが予想され販売は苦戦する見込み。生産量は減少
しても夏の高温により、価格の維持は難しいと予想される。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜(51.8％)、２位愛媛
(39.8％)、３位茨城(5.9％)となっている。

５ヵ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は概ね前年並か。お盆過ぎ頃から本格的な出荷が始まる予定。ポットサイズ、
３.５号や４号に引き合いが集中する見込み。５～６号、それ以上の７～10号サイズは敬
老の日の需要が見込まれるため、月末から８月初頭にかけて徐々に需要が高まる見込
み。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉(84.8％)、２位愛知
(15.2％)となっている。

2024年見通し

単位：鉢、円／鉢

0

500

1000

1500

0

15

30

45

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

単価

円/鉢
数量

千鉢

月

0

200

400

600

800

1000

0

10

20

30

40

50

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

単価

円/鉢

数量

千鉢

月

0

100

200

300

400

0

25

50

75

100

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

単価

円/鉢

数量

千鉢

月

24



2019年 １，０９２ ５９７

実 2020年 １，３０２ ８４０

2021年 １，３２８ ６９２

績 2022年 １，４９３ ４９７

2023年 ８２９ ８１７

１，２０９ ６７６

８２０ ８２６

概
　
要

2019年 ２，４２０ ２９６

実 2020年 ２，８７２ ２７４

2021年 ２，２７７ ５０３

績 2022年 １，７０１ ４３８

2023年 ２，５６０ ３２６

２，３６６ ３５７

２，５００ ３２８

概
　
要

2019年 １４，２１６ ６８７

実 2020年 １９，８２４ ８３２

2021年 １６，３９６ １，１６５

績 2022年 １４，７８０ １，０２２

2023年 ８，３３４ １，１６３

１４，７１０ ９５４

８，０００ １，１００

概
　
要

オ
　
ン
　
シ
　
ジ
　
ウ
　
ム

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

５ヵ年平均

５ヵ年平均

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は前年よりわずかに減少か。コスト高により生産量は減少の見込み。出荷サイ
ズは４号が中心で次に５号、６号の生産が多いと予想される。需要の減少が見込まれる
ため、花上がりが良い商品を希望。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重(43.4％)、２位愛知
(24.1％)、３位岐阜(22.1％)となっている。

　入荷量は前年よりやや減少か。輸入原木の高騰で原木の仕入れが減少しており、生産
量・出荷量が共に減少の見込み。コンシンネは特に生産量が減少している。尺鉢サイズ
の需要も減少し、相場が厳しく、８号以下の出荷がメインになると思われる。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知(55.2％)、２位沖縄
(14.5％)、３位鹿児島(10.9％)となっている。
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前年及び本年の入荷量・価格の動き

2024年見通し

　入荷量は前年並か。物量は少なく中値安定の動きと予想される。６号前後の３本寄せ
中心の入荷となる。時節柄、咲き前には注意して固めの出荷を希望。
　前年８月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知(71.1％)、２位高知
(28.1％)となっている。

卸売価格

2024年見通し

単位：鉢、円／鉢

0

200

400

600

800

1000

1200

0

2

4

6

8

10

12

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

単価

円/鉢

数量

千鉢

月

0

250

500

750

0

5

10

15

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

単価

円/鉢

数量

千鉢

月

0

500

1000

1500

2000

0

10

20

30

40

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

単価

円/鉢

数量

千鉢

月

25



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №614

２０２４年８月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


